





















































































































1994年 1７．３ 9.8 2６．２ 
1７．９ 1２．０ 2４．６ 
2007年 1７．３ 12.0 2３．４ 
2008年 1 1２．９ 2３．１ 





































































































必要であれば労働時間の削減又は増加 貯めた残業時間を休暇として利用 次年への休暇持ち越し 無給休暇 休暇を追加手当に代替 身内のケアのための有給休暇 勉強のための有給休暇 早期退職 テレワーク 早期退職後パートタイム雇用 サバティカル，キャリアブレイク 職場の保育施設
デンマーク ５２ ５５ 2９ 1４ 1６ 1６ １１ 1２ ２５ 1３ 1６ ６ 
スウェーデン ５５ 5５ ５１ 3４ ２０ ９ ９ ９ 1４ 1０ １１ ３ 
フランス 3７ 3３ 1５ 1７ 1３ １１ １１ 1３ ８ 1１ 1６ ６ 
ﾄﾞイツ ４１ 3４ 2９ ８ ７ ３ 1６ ５ 1０ ４ １ ２ 
イギリス 5０ 2３ 2５ ２９ 1７ 1２ 1２ 1５ ６ 1３ ７ ７ 
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1990年
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男`性 女性 女 男性 女性
有償労働 ４:3２ ３:３１ 食事の準備 1７ 2２ テレビ・ビデオ ４０ 3８ 
労働 ２:2３ ３:3２ 皿洗い ６ ７ つき合い 1９ 2５ 
動 １:1４ １：1２ 掃除・その他維持管理 1５ 2０ 読書 ９ １１ 
眠 ７:4４ ７:５７ 洗濯・アイロ ・裁 ３ 1０ スポーツ ７ ６ 
事・ の回りの用事 ２:4４ ２:5４ ガーデニング ８ ３ 休養・くつろぎ ３ ３ 
暇時間・その他 :2３ ４:5４ 建設・修理・補修 1３ ２ 趣味・ゲーム 1１ ７ 
買い物・サービス利用 1７ 1５ ボランティア活動・家事援助 ５ ４ 
育児 1０ 1５ 娯楽・文化 ２ ２ 
の他家事労働 1１ ６ その他 ４ ４ 
1００ 1 ０ 余暇時間合計 1００ 1００ 
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また，家事労働時間に占める各活動の割合
をみると，食事の準備，皿洗い，掃除，洗濯，
育児といった毎日おこなう活動で女,性のほう
が上回っている．ガーデニングや建設・修理
といった休日におこなえるような活動では，
男性が上回っている．家事労働時間に占める
食事の準備，洗濯，買い物，育児といった活
動の割合の男女差は，いずれも５％以下であ
る．これは，ヨーロッパ諸国と比較しても相
対的に小さいものとなっている．
余暇時間に占める各活動の割合では，男女
ともテレビやビデオをみて過ごすことが多
い．特に女性よりも男性が上回っており，女
性はつき合いにより時間をかけている．ス
ポーツや休養・くつろぎ，ボランティア活動
などに差はあまりなく，家で過ごす時間と社
会での活動時間のバランスを男女ともに同程
度もっている．
デンマークでは，性別役割分業の程度が低
いとされるが，その傾向は家庭内よりもむし
ろ労働市場において依然として残されてい
る．
時間や保育サービスを早期に利用できること
は，フルタイムでの就業を可能にし，キャリ
アの中断も回避することができる．したがっ
て，保育サービスが女性の就業と家族生活を
支える主要な要素となっているといえる．
デンマークは高負担高福祉の国とされ，高
い税金によって生活を保障することを目指し
ている．したがって，納税は国民の義務であ
り，義務を果たすことにより権利を獲得する
ことができる．義務は世帯単位ではなく個人
単位で課せられ，権利も個人に付される．そ
のため，男性と女性が平等であることが求め
られることとなり，女性も可能な限り早い段
階でフルタイムでの復帰が可能となる制度設
計がなされている．
しかしながら，女↓性のフルタイム労働者が
多いデンマークでもパートタイムという働き
方は，より女性に偏ったものとなっている．
相対的に男女間賃金格差の程度は低いとはい
え，女性は公共部門，男性は民間部門といっ
た性別職域分離や特に民間部門において男女
間賃金格差が大きい．生活時間からも家庭内
よりも職場での性別役割分業の程度がより高
いといえる．
デンマークでは，ジェンダー関係を家庭か
ら社会へと移行することで．家庭内の性別役
割分業の問題を社会全体の問題へと転換して
いる．そして，労働市場ではすべての人が利
用しやすいフレックスタイム制度や時間貯蓄
制度といったジェンダーに中立な政策を取り
入れることで社会化されたこうした問題へ対
処している．これにより相対的に高いジェン
ダー平等を達成している．しかしながら，フ
レックスタイム制度や時間貯蓄制度は，勤務
時間が固定されている業務が多い民間部門を
おわりに
本稿では，女性の就業と家族生活の現状と
課題について，労働市場，家族関連休暇制，
生活時間といった観点から検討してきた．そ
の結果，デンマークが女'性の高い就業率を維
持するとともに仕事と家族生活のバランスに
対して高い満足度をもつことができる背景に
は，フレキシブルな働き方に加え，それを支
える保育サービスが働き方やニーズにあった
ものとなっていた．勤務時間に合わせた開園
6２ 
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中心とした活用が想定される．一方の公共部
門では，人との関係によって状況が変わる仕
事が多く，休暇制度のほうがより利用しやす
い．労働力を最大限に確保することは，デン
マークのような高福祉高負担の国にとって持
続可能性にかかわる非常に重要な問題であ
る．したがって，男女間の職域分離や賃金格
差を是正し，男女がともに働きやすい環境を
整備していくことが今後も課題となる．
http://www・statistikbankendk/statbank5a／
defaultasp?ｗ=1２８０ 
３）EuropeanFoundationfortheImprovementof 
LivingandWorkingConditionsFirstＥｕｒｏｐｅａｎ 
ＱｕａｌｉｔｙｏｆＬｉｆｅＳｕｒｖｅｙ：Ｌｉｆｅsatisfaction， 
happinessandsenseofbelongin９．２００５，ｐ､２７ 
４）EuropeanFoundationforthelmprovementof 
LivingandWorkingConditions・FirstEuropean
QualityofLifeSurvｅｙ:Timeuseandwork-life 
optionsoverｔｈｅｌｉｆｅｃｏｕｒｓｅ２００７，ｐ､２７，５５ 
５）NordicCouncilofMinisters,NordicStatistical 
Yearbook2009，ｐ､６４ 
６）OECDEmploymentOutlook2010：ＭＯＶＩＮＧ 
ＢＥＹＯＮＤＴＨＥＪＯＢＳＣＲＩＳＩＳ，ｐ２８６－２８７ 
７）OECD・ExtractsHttp://statsoecd・org/Index・aspx
８）OECDFamilyDatabase 
http:"ｗｗｗ・oecd､org/document/４/0,3343,en-26
493481937836996-1-1-1-1,00.hｔｍｌ 
９）OECDSocietyataG1ance2009:OECDSocial 
lndicators2009 
10）RoskildeKommune､Oversigtoverdagpleje-og 
daginstitutionstakster2０１０ 
http://www・roskilde､dk/webtop/siteaspx?p=5659
11）エスピンーアンデルセン.渡辺雅男・渡辺景子
訳.福祉国家の可能性一改革の戦略と理論的基礎
一AWelfareStateforthe21stCentury・桜井書
店.2001
12）株式会社スミス.仕事と家庭の調和（ワーク・ラ
イフ･バランス）に関する世界意識調査報告.2007
http://www.smis・cojp/houkokuO70116､Pdf
注
*１NTTデータグループであるNTTデータスミスが
「世界調査連合（iris;IntemationalResearch
lnstitutes)」をつうじて2006年におこなった調
査である．「あなたは現在の「仕事と私生活のバ
ランス｣に満足していますか｣という設問に対し，
全く満足していない，あまり満足していない，
ある程度満足している，非常に満足しているの
４段階評価となっている．
*22001年３．４．９月におこなわれた調査で，１６
～74歳の2,739人が対象となっている．ヨーロッ
パの生活時間調査については，ヨーロッパ連合
統計局(Eurostat)が各国のデータをもとに「ヨー
ロッパ統一生活時間調査（Ｈａｒｍonised
EuropeanTimeUseSurvey:HETUS)」を公表
している．2000年９月に統一調査方法に関する
ガイドライン（TheGuidelinesonHarmonised
EuropeanTimeUseSurvey）がつくられ，国際
比較が可能となってきた．しかしながら，デン
マークはこのガイドラインにもとづいた手法を
とっていないため国際比較が難しい．そこで，
本稿では男女間比較のみをおこなっている．
*３保育施設利用料および年間世帯収入はすべて１
，ＫＫあたり15.32円で換算（2010年10月)．
要約
本稿の目的は，デンマークがかにして仕事
と家族生活のバランスに対する高い満足度を
実現させているのかを探ることにある．その
ために女`性の就業と家族生活の観点から
現状と課題について導き出している．
これまでのワーク・ライフ･バランス研究
は，労働市場政策と家族政策とのかかわりか
ら分析されたものが中心であった．こうした
研究では政策に主眼がおかれている．しかし
参考文献
１）Eurostat、2006：ChristlALIAGAStatisticsin
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ながら，ワーク・ライフ･バランスは生活問題
であり，生活の視点が不可欠である．そこで
本稿では，家族生活の実態をより明確にする
ために生活時間調査を加えて検討している．
結果，現在のデンマークは，時間貯蓄制や
フレックスタイム制，テレワーク等のフレキ
シブルな働き方や誰もが利用可能なジェン
ダー中立的制度とすることで，長期の子育て
休暇ではなく，できる限り早い段階で労働市
場へ再統合するよう政策的方向づけがなされ
ている．そして，フレキシブルな働き方や政
策的効果を発揮するうえで，保育サービスが
重要な役割を果たしており，制度にあわせた
サービス体系が整備されている．
しかしながら，フルタイムでの女性の就業
者が多いとされるデンマークであるが，労働
市場内では男性は民間部門，女'性は公共部門
といった｣性別職域分離があることが課題とな
る．,性別役割分業がある程度社会化されてい
るため,家庭内での分業意識の程度は小さい．
一方，移行された労働市場では性別役割分業
の関係が依然として残されており，男女間賃
金格差へとつながっている．こうしたことは，
上述したような最大限の労働力の確保を目的
とする政策の有効性にも影響を与えるととも
に高福祉国家を維持するための基盤にかか
わる重要な問題となる．
キーワード：
仕事と家族生活のバランス，フレキシ
働き方，保育サービス，性別職域分離．
ブルな
6４ 
